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特集　コロナ禍の中で〜自分たちにできること〜
新年の挨拶/第15回愛荘町社会福祉のつどい開催

地域福祉権利擁護事業のご案内
おしらせ
善意銀行・協賛品　他

いきいきデイサービスだより
社会福祉援助技術実習学生が感じた「福祉のまちづくり」

内容
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社協あいしょう

　11 月 9 日 ( 月 )、民協 OB つながり隊 16 名の皆さまが、宇曽川ダム周辺の清掃活動に取り組まれました。
「民協 OB つながり隊」は、平成 28 年 11 月 30 日をもって退任された愛荘町民生委員・児童委員の方々
で構成されており、福祉施設や学校支援、町内でのイベント協力、清掃活動等のボランティアを中心に活動
されています。
　コロナ禍の中、“ つながり ” を継続しながら、「自分たちに今できること」を「できる範囲」で取り組ま
れています。



　小杉さんは、島川付近の交差点にて、秦荘西小学校、秦荘中学校に登校する子
どもたちを中心に、朝の見守り活動を行っておられます。
●活動のきっかけ
　平成 26 年頃から活動を始めました。きっかけは、以前から秦荘西小学校と関
わりがあり、当時の校長先生からお願いされたことです。それから、自分が出れ
る時は、毎朝、同交差点に立つようにしています。
●活動の中で嬉しく感じたこと
　毎朝顔を合わしていた 6 年生たちから、小学校を卒業する時に感謝の寄せ書
きをもらったことです。
●活動の原動力
　子どもたちが無事に学校に行ってほしい、子どもたちを不審者から守ってやり
たいと思って活動しています。

●市いきいきサロン
　11月10日(火)、市集会所にて、10月まで休止にされていたサロンを再開されました。この日は、
愛荘町地域包括支援センター職員による「これからの福祉について」の講義やイスに座ってできる
体操を学び、その後は、脳トレクイズやビンゴゲームなどを参加者 51 名 ( スタッフ含む ) が楽し
まれました。
　コロナ禍でのサロン再開ということで、教室型の席配置、検温、消毒、マスク着用、会場換気な
ど、感染防止対策を講じながら開催されました。
　参加者からは笑顔や笑い声も聞かれ、サロンの再開を待ち望まれていたことが伝わる様子でした。

●栗田公民館サロン
　9 月まで休止にされていたサロンを 10 月から再開され、11 月 14 日 ( 土 ) 栗田公民館にて、
今年度２回目のサロンを開催されました。この日は、スタッフ指導による「リンパ体操」や健
康推進委員による「ロコモ予防の食事についてのお話」などを参加者 14 名が楽しまれました。
座席の間隔、検温、消毒、マスク着用、会場換気など、感染防止対策を講じながら開催されま
した。
　10 月に今年度初めてサロンを再開された時には、参加者から「この日を待っていたわ～」、

「やっと集まれた」という声が聞かれたそうで、サロンの再開を喜ばれていました。
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　本町内には、車の交通量が多く、子どもたちにとって危険な通学路が存在します。毎朝、危険箇所に立ち、子どもたち
が安心して登校できるように、見守り活動を継続しておられる方からお聞きした内容を一部ご紹介させていただきます。

　新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、地域住民による福祉活動や行事は休止や延期が続いています。今年
度も下半期に入り、各地域では活動再開についての検討や感染防止に配慮しながら実施される自治会も出てきています。
再開された自治会の活動を一部ご紹介させていただきます。

　廣瀬さんは、市の近江鉄道踏切付近の交差点にて、愛知川小学校、愛知中学校に登校する子どもた
ちを中心に、朝の見守り活動を行っておられます。
●活動のきっかけ
　4 年前に在住自治会の民生委員・児童委員となり、民生委員・児童委員活動の「あいさつ運動」として、
子どもたちの登校の見守りをしたことがきっかけです。それから、自分が出れる時は、毎朝、同交差
点に立つようにしています。
●活動の中で嬉しく感じたこと
　活動を始めた当初、挨拶に反応のなかった子どもが、毎朝顔を合わ
すことで挨拶してくれるようになったことです。
●活動の原動力
　子どもたちの顔が見られることです。コロナの影響で学校が休校さ
れた時は、子どもたちの顔が見られなくて寂しく感じました。

● 子どもたちの登校見守り活動～学校に安心して登校できるように～

● 子どもたちの登校見守り活動～学校に安心して登校できるように～● 地域の居場所活動の再開～活動できないではなく、工夫して活動できるように～

市いきいきサロン

栗田公民館サロン

市
廣瀬 壽美雄さん

下八木
小杉 協二さん

～ 自 分 た ち に で き る こ と ～～ 自 分 た ち に で き る こ と ～
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次回のボランティアカフェは、令和３年２月２５日１３：３０～１５：００/いきいきセンターで開催しますので、
ご興味のある方はぜひ愛荘町ボランティアセンターまでご連絡ください！！

　ボランティアさん同士の交流や、ボランティアを受け入れる側の方とつながってもらえることを目

的に年に数回、開催しています！ 1回目の 9月 24 日 ( 木 ) は、コロナ禍の中で感染予防対策を行い、

３密にならないよう工夫しながら開催しました！

社協で貸出しているレクリエーション用具を使って、 体操やレクリエーションをしました♪

用具貸出に関しては、 社協までご相談ください！！

この時期にピッタリ！アロマ除菌スプレーを

作りました！

小学生が、舞踊を披露してくれました♪

　チョボラ(ちょこっとボランティア)体験とは、ボランティアを始めたいと考えておられる方が、ボラン

ティア活動に参加できる体験を毎年企画しています☆

　今年度は「リモートボランティア」！！コロナ禍により福祉施設のイベント等でボランティアさんの披

露ができないけれど、映像を通してボランティアさんとつながってほしいとの願いから企画しました♪

　コロナ禍の中で、いろんな活動が中止されていたり、福祉施設もボランティア等を受け入れされて
いない状況が続いています。愛荘町ボランティアセンターでは、この状況でもふれあいやつながりな
ど福祉活動においてできることはないかと模索しながら、下記のイベントを行いました～！！

　リモートボランティアをしてくださる方
を募集しております。
　ご興味のある方は令和 2 年１２月２８
日までご連絡をお待ちしております！

※参考文献：滋賀県 令和 2 年 8 月 27 日発出 「コロナとのつきあい方滋賀プラン」に基づく地域の行事感染防止対策チェックリスト

□マスクの着用
（気温・湿度が高い中でのマスク着用は熱中症
に注意）

□手洗い、手指の消毒の徹底
□定期的な消毒（他者と共有する物品、ドアノ

ブ等）
□事前の検温
□体調がすぐれない方の参加制限
□対人距離の確保（最低 1m、できるだけ 2m

以上）
□会場の換気
□参加者・連絡先の把握

※重症化リスクが高い方の参加時は対策をより徹底
　（高齢者、妊婦、基礎疾患がある方）

□座席の間隔を十分に空ける
□対面での食事は避ける
□食器や箸をおくテーブルなど、直接触れる

可能性がある場所の消毒
□大皿は避けて、料理は個々にする
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避ける
□調理等の際は手袋を着用・こまめな交換

子ども食堂
料理教室・慰労会 など

（※すべての飲食を伴う
活動に共通）

調理、会食を伴
う活動

活動内容 対策例

運動を伴う活動

会議、研修など

交流会、遊戯な
ど

踊り・ダンス
体操、運動会　など

総会・寄合
打ち合わせ　など

地域サロン、子ども会、
囲碁、将棋、カラオケ大
会　など

□参加者が共有するものの定期的な消毒
□食事を控える
□防護シートの設置
　※カラオケを行う際は対策をより徹底

□会議時間の短縮
□食事を控える

□近距離、他者と接触する種目は避ける
□観客席などの間隔を十分に空ける
□大声での声援を控える
□更衣室の入室人数を制限する

● 愛荘町ボランティアセンターの取り組み紹介

●屋内での活動（サロン等）を再開する上での感染防止策チェックリスト
●共通する対策（必ず実施） ●活動ごとの対策例

ボランティア
カフェ

リモートボラ
ンティア体験

（ちょこっとボ
ランティア）

コ ロ ナ 禍 の 中 でコ ロ ナ 禍 の 中 で ～ 自 分 た ち に で き る こ と ～～ 自 分 た ち に で き る こ と ～特 集

ボランティアグループ 「松美会」 さんによる

日本民謡を披露していただきました！



　１２月 5 日（土）、「第１5 回愛荘町社会福祉のつどい」を、いきいきセンターで開催しました。
　今回は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、参加人数等規模を縮小して開催させてい
ただき、式典では、地域福祉活動に貢献された方の表彰や赤い羽根共同募金助成交付式などを行いま
した。
　式典終了後は記念講演として、簗瀬 寛 様を講師にお招きし、「笑顔を作る健康体操～介護予防に
必要な５つのキーワード～」をテーマにお話いただきました。多数のご参加ありがとうございました。

☆会長表彰を受けられた方々です。
【表彰状】
★民生委員・児童委員功労者　　　　　　　　　　　　
　・前川 惠 様・押谷 多津子 様
★社会福祉等関係功労者 (社会福祉協議会役員 )
　・杉本 栄子 様・前川 豊美 様・福原 由弘 様
★社会福祉等関係功労者 (施設職員 )
　・上出 トモ子 様・花田 由紀子 様・片岡 幸江 様
★社会福祉等関係功労団体
　 ・東円堂防災・減災支援隊 様

【感謝状】
★社会福祉活動協力者
　・東平 信昭 様・小林 義顕 様・宇野 重一 様
★社会福祉活動協力団体
　 ・株式会社 ダイニチ 様

　（順不同）
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　新年明けましておめでとうございます。
　町民の皆様には、ご健勝にて新年をお迎えのこととお喜び申しあげます。旧年中は、当会の事業活
動各般に亘り、格別のご理解ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、昨年は世界各地において新型コロナウイルス感染症が蔓延し、感染拡大防止にむけて教育機
関の休校措置や経済活動の自粛要請などの経済や社会活動の停滞により、私たちの社会生活に甚大な
影響が及ぶ事態に発展し、世帯収入の減少による生活困窮世帯の増加など福祉課題の深刻な状況が続
いており、一刻も早い終息を願うところです。
　そのようななか、夏ごろより身近な地域の福祉活動が活動自粛から感染拡大予防を行いつつ、つな
がりを途切れさせないために再開する動きが出てきました。
　本会では本年、第２次愛荘町地域福祉活動計画に基づいた取り組みのこれまでの成果と昨年に実施
した福祉活動調査の結果をふまえ、これからの地域福祉活動を推進するための第３次計画づくりに着
手いたします。
　町民の皆様や関係機関、団体の皆様には一層のご支援、ご協
力を賜りますようお願い申しあげ、本年が皆様にとってよい年
となりますようご祈念を申しあげます。

社会福祉法人愛荘町社会福祉協議会
　　　　　会 長　　北村　太一郎

本年も愛荘町社協をよろしくお願いします本年も愛荘町社協をよろしくお願いします

第15回「愛荘町社会福祉のつどい」を開催しました!!第15回「愛荘町社会福祉のつどい」を開催しました!!
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  当事業所は、令和２年７月３１日まで「通常規模型通所介護」として事業展開しておりましたが、令和２
年８月１日より「地域密着型通所介護」として新たな一歩を踏み出しました。
　利用者の方々が、居宅において自立した日常生活が営めるよう生活機能の維持又は、向上を目指し必要な
日常生活上のお世話及び機能訓練を行うことにより、社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持等を目的に
サービスを提供していますが、地域密着型通所介護を運営するにあたり、地域住民またはその自発的な活動
等との連携及び協力を行う等、地域との交流を図ることも必要となります。今まで以上に事業所から地域へ
情報の発信や新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で地域のボランティアさんの受け入れや地域の高
齢者との交流会など行うことにより、地域とのつながりを大切に事業展開させていただきます。

　本会では、福祉系大学の在学生を対象に、社会福祉専門職養成の一環として現場実習の受け入れを行って
います。今年は 8 月 19 日から 9 月 30 日まで、2 名の大学生が実習に来られ、社協や地域の様々な活動に
参加されました。実習終了後にいただいた感想を一部ご紹介します。

・居住地域は制限なし
　※本会では運営規程において、
　　愛荘町居住の方と限定
・要介護１以上の認定を受けた方

・１９名以上

・愛荘町居住の方
・要介護１以上の認定を受けた方

・１8 名以下

ご利用できる方
ご利用できる方

利用定員
利用定員

令和２年７月３１日まで
「通常規模型通所介護」

令和２年８月１日から
「地域密着型通所介護」

いきいきデイサービス
(秦荘通所介護事業所 )

いきいきデイサービス（秦荘通所介護事業所）だよりいきいきデイサービス（秦荘通所介護事業所）だより

学生が感じた「福祉のまちづくり」　学生が感じた「福祉のまちづくり」　

　実習では、小学校での福祉学習
やサロン、ボランティア事業、見
守りサポート会議など、たくさん
のことを経験させていただきまし
た。実習を通して、人とのつなが
り、課題や活動などの情報を共有
することの大切さについて学ぶことができました。
　現場では、どのようなことを不安だと感じているか、
どのような支援が必要になるかなど、生の声を聞くこ
とができました。幅広いニーズや課題を解決するため
に住民やボランティア、専門機関など様々な関係者が
協力・連携すること、コロナ禍でもできることは何か
など、一人ひとりが取り組みに対する意識を持ってい
るということがわかりました。
　職員さんからは、質問やわからないことはないか、
随時確認していただき、住民のみなさまの温かさ、優
しさを感じながら実習を終えることができました。不
安など一切なく、非常に楽しく実習させていただくこ
とができました。今回、実習で学んだことやコロナ禍
で取り組んだ経験を今後の大学生活、卒業後に活かし
ていきたいと思います。実習をさせていただき、本当
にありがとうございました。

　約 1 ヵ月間実習をさせていた
だき、ありがとうございました。
　私は実習を通してたくさんのこ
とを学びました。地域住民の方々、
ボランティアさん、民生委員・児
童委員さんなど、多くの方々との
関わる機会、サロン活動や実態調
査の現場にも参加させていただき、会話することの難
しさと楽しさ、考えることの重要性を体感しました。
サロン見学の際には、参加者の前でお話をさせていた
だくことがあったのですが、参加者のみなさんが優し
く笑顔で迎えてくださり、話しやすく、とても居心地
が良かったです。楽しく貴重な時間をありがとうござ
いました。
　このように充実した実習を過ごせたことは、優しく、
丁寧に指導をしてくださった職員さんのおかげです。
不安や心配もありましたが、職員さんの支えがあった
からこそ、力に変えて頑張ることができました。実習
で学んだ多くの経験を活かし、社会福祉士の資格取得
に向けて努力していきます。
　みなさん、本当にお世話になりました。

社会福祉援助技術実習お疲れさまでした。
この実習の経験を今後に活かしてください !!

大谷大学３回生
荻田 滉基 さん 大谷大学３回生

近藤 大和 さん



● お問い合わせ先 ● ☆くわしくは、愛荘町社会福祉協議会 (愛知川事務所  電話：0749-42-7170）
　までお問い合わせください。

～あなたに日常の生活とお金を守るお手伝い～

｢愛荘町地域福祉権利擁護事業」をご存知ですか？｢愛荘町地域福祉権利擁護事業」をご存知ですか？

Ｑ２：どのような人が利用できますか？

●ご利用されている方の事例
　日常的な金銭管理のお手伝い　【Ａさん 50代・男性】

社協あいしょう
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上記のようなことに困ったり、不安を持っていたりする方々が安心して
地域で生活がおくれるよう、愛荘町社会福祉協議会がお手伝いする事業です。

Ａ２：愛荘町内で生活されている方で、物忘れなどのある高齢の方、知的障がい、精神障がいなどのある方で、自
分ひとりで判断することが不安な方などがご利用いただけます。

　Ａさんはひとり暮らしをしながら地域の障がい者福祉施設に通っています。身の回りのことはほとんど自分
でできますが、お金の計算、特に何を買うのにいくらかかるのかを考えて使うのが苦手です。施設から社会福祉
協議会に相談したことがきっかけで、地域福祉権利擁護事業を利用することになりました。

　Ａさんは、毎月使うお金について職員に相談します。毎月２回職員が訪れ、預金から生活
費などを引き出してきてもらったり、Ａさん宛の郵便物のなかで支払いの必要なものがあ
れば、一緒に確認をして手続きのお手伝いをします。「お金を使いすぎることもなくなり、お
金も貯まるようになりました。お金の使い方で心配なときは、職員さんに聞けばわかるので
安心です」とＡさんは話しています。

　　　次の３つのサービスを組み合わせてご利用いただけます。
Ａ１： ①「福祉サービスの利用援助」 　福祉サービスを安心して利用できるようにお手伝いします。
　　　②「日常的金銭管理サービス」 　毎日のくらしに欠かせない、お金の出し入れ、日常生活に必要な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事務手続きのお手伝いをします。
　　　③「書類等預かりサービス」 　　大切な通帳や証書などを安全な場所でお預かりします。

・最近、よく通帳の保管場所を忘れてしまう。 
・家賃や電気・ガス代を忘れずに払いたい。 
・大切な書類をなくさないか心配。 
・福祉サービスを利用したいけれど、どうすればいいの？

Ｑ１：どのようなサービスがありますか？

｢愛荘町地域福祉権利擁護事業」をご存知ですか？｢愛荘町地域福祉権利擁護事業」をご存知ですか？
　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等判断能力が不十分な方及び日常生活に不安のある方が、安心して
日常生活を送ることができるよう権利擁護の観点から、自己決定を必要な範囲で支援します。

毎日のくらしの中でこんなことに困っていませんか？
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 この相談所は、町民みなさまの生活に関する相談の窓口と
して開設しています。
　
　
　毎月第 1 ～４水曜日　13：30 ～ 15：30

　
　第 1・3 水曜日…町立福祉センター愛の郷
　第 2・4 水曜日…ラポール秦荘いきいきセンター

　第 1・4 水曜日…民生委員・児童委員
　第 2・3 水曜日…社会福祉協議会職員

※心配ごと相談は、電話でのご相談も
　お聞きしています。

　愛の郷：42-5843（直通）
　いきいきセンター：37ー 8063　有線 2043

日時：毎月第 2 木曜日　13：30 ～ 15：30
場所：町立福祉センター愛の郷

行 政 相 談 所

日時：毎月第 4 水曜日　13：30 ～ 15：30
場所：町立福祉センター愛の郷

人 権 相 談 所

心配ごと相談所
愛荘町社会福祉協議会では、地域で生活をしていくうえでの相談窓口として、各種相談事業を行っています。

　令和３年１月より、利用日の９カ月前から利用の受付を行います。令和３年１月４日より、令和３年１０月分の利用
申請が可能となりました。
　詳しくは、いきいきセンターまでお問い合わせ下さい。 　いきいきセンター：電話 37-8063　有線 ２０４３

はつらつドームからのお知らせ

　この相談所は、町民みなさまの福祉に関する相談の
窓口として、随時、社協の各事務所で開設しています。

福 祉 相 談 （随時）

　愛荘町社会福祉協議会では、愛荘町から委託を受け、子どもの健やかな成長を願って、子育てひろばを
開催しています。
　未就学児の親子を対象に、地域で安心して子育てをおこなえるように「ほっ　」とできる交流の機会や
相談、安全な遊び場づくりなどの子育て支援をおこなっています。

 

 

【場 所】町立福祉センター愛の郷
【対象者】就学前の子どもとその保護者

 

【持ち物】・水分補給のためのお茶をご持
【開催日】月・水・木曜日　９：００～１２：００
                      １３：００～１５：００

参ください。
 

 

わんぱくひろばへあそびにきてね 
 

　　　第３木曜日は、「お誕生日会」！！お誕生日月のおともだちをみんなでお祝いします。♪また、助産師さんも第３木曜
　日に来てくださいます。！身長・体重も測れますよ。★

～新型コロナウイルス感染症予防のための利用に伴うお願い～
・利用前には、必ず親子ともに検温をお願いします。
　※３７．５度以上の熱がある場合は、利用をご遠慮いただくようお願いいたします。
・ランチタイムは当面の間利用できません。１２：００～１３：００は換気をしますので、ひろば内に入っていただくこと

はできません。
・感染拡大を踏まえ３密を避けるために8月3日から当分の間、1日15組に利用人数を制限させていただいておりますので、

ご了承ください。

 国の新型コロナウイルス
感染症対策の状況によって
は、開催を休止させていた
だく場合がございます。
「わんぱくひろば」の開催
状況については、愛荘町社
協ホームページをご覧くだ
さい

開設日時

開設場所

相 談 員



善意銀行だより

近江印刷株式会社 様 ㈱コクヨ工業滋賀 様

コスメティックにしむら 様
滋賀県立愛知高等養護学校 様

　近江印刷株式会社様から、 ノート

100冊をご協賛いただきました。

　本事業にて、 ご活用させていただ

きます。 ありがとうございました。

　愛知高等養護学校様は、「地域に根ざし、

地域と共に学ぶ、 心豊かな学校を目指し

て」 を教育目標に、 地域との関わりを大

切にした取り組みを進めておられます。

　今回、 テキスタイルの授業でマスクを作られ、 「地域

の見守り活動に活用してください」 とご協賛いただき

ました。

　コスメティックにしむら様は、 愛知川商

店街通りにある化粧品屋さんです。 いつま

でも美しく健康で過ごせるよう、 化粧品を

通して地域のみ  なさまをサポートされています。

　「地域の見守り活動にお役立てください」 と 4回目のご

協賛をいただきました。

　㈱コクヨ工業滋賀様から、 ﾘﾝｸﾞﾉｰ

ﾄ 80冊、 消しゴム 80個をご協賛いた

だきました。

　本事業にて、 ご活用させていただ

きます。 ありがとうございました。

協賛品のご協力ありがとうございました！協賛品のご協力ありがとうございました！

ご寄付をいただきありがとうございました。 お寄せいただきました金品等は、 地域福祉活動の推進や在宅福祉

サービスの充実などの取り組みに活用させていただきます。 また、 寄付物品は、 お困りの町民の方々のために

有効に活用させていただいており、 皆様からの善意を心より感謝申しあげます。（2020.8.29～ 2020.11.30）

★玄米 30kg・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・匿名 ★玄米 30kg・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・匿名

㈱ダイナム滋賀 愛知川店 様から寄贈をいただきました !!

彦根市社会福祉協議会 貸衣装室のご案内

　地域の一人暮らし高齢者や高齢者世帯等を見守り協力員が訪問し、声掛けをしています★毎月２回、
プレゼント品を持って訪問させていただいています。社協では、訪問時に見守り協力員が持参する協賛
品を募集しています。詳細は、愛荘町社協（愛知川事務所）までお問い合わせください。

　令和 2年 9月発行、社協あいしょう 58号 5ページ「外出支援車両貸出事業をスタートします」に掲載しました利用料金
について、道路交通法との整合性の観点から下記のとおり訂正させていただきましたので、お詫び申し上げますとともに
ご理解くださるようお願いいたします。
　：利用料金：基本料 500円＋ (走行距離 km× 15円 )
　　　　　      走行距離 10km未満の場合は無料。秦荘地域の自治会は 20km未満の場合は無料。
　： 利用料金： 車両の使用料は無料。走行距離 km× 15円 (ただし、km未満は切り捨てる。また、下記の走行距離は除く。)
　　　　　    秦荘東小学校区の自治会は走行距離 20km未満は無料。
　　　　　    秦荘西小学校区の自治会は走行距離 10km未満は無料。

　8月 26日（水）、㈱ダイナム滋賀 愛知川店 様より、コーヒーメーカー、ドライヤー等
の電化製品等を寄贈していただきました。
　今後、社協事業などに活用させていただきます。ありがとうございました。

　彦根市社会福祉協議会では「貸衣装室」として、冠婚葬祭・成人式・卒業式・七五三などの衣装を有料にて貸出され
ています。市外の方にも貸出を行っておられ、愛荘町の方もご利用できます。貸衣装の一覧・写真は下記ホームペー
ジから検索できます。大切な記念日に、ぜひご利用ください。

【お問い合わせ】
　彦根市社会福祉協議会　貸衣装室
　　(住 所 ) 〒 522-0041  彦根市平田町 670 彦根市福祉センター 別館 1館
　　(電 話 ) ０７４９－２２－１１２２　　(ホームページ ) http://www.hikone-shakyo.or.jp

あ
りがとう

あ
りがとう

誤

正

ノート 100冊
ﾘﾝｸﾞﾉｰﾄ 80冊・
消しゴム 80個

美容液 70個
手づくり

マスク 83枚

お詫びと訂正


